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大規模災害を見据えた日頃からの備えを 
              

                          南街・桜が丘地域防災協議会 

                            ２０２５年０３月２０日 

 

 国によると、３０年以内に南関東域でマグニチュード７クラスの首都直下地震が発生す

る確率は、約７０％と言われております。又、東京都の被害想定によれば、約９割の方が

在宅避難や避難場所以外の場所へ避難することになると想定されています。この為、大規

模災害を見据えた日頃からの備えをする必要があります。東大和市役所では３月１０日～

３月１４日の間、市役所一階ロビーで防災パネル／グッズの展示がありました。併せて

RICOPAの２階「無印食品」でも東大和市防災安全課支援で同期間同様な展示を行ってお

りました。 

 

１．東大和市役所一階ロビーでの展示 
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２．RICOPAの２階「無印食品」での展示 
                       防災テント  
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各地域の災害状況写真の掲示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           防災テント内の展示物 
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   水及び各種食品の展示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種展示パネル 
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東やまと市報 令和７(２０２５)年３月１日(No.1363)に掲載された資料 
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関連資料の展示 
下記の資料が自由に入手可能でした。 
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